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    Preface


    Ikuko Sagiyama, Valentina Pedone


    Perspectives on East Asia gathers eight contributions from international scholars in different research areas within East Asian Studies. The Japanese studies section includes four articles, two by young Italian scholars Edoardo Gerlini and Pierantonio Zanotti, one by Prof. Massimiliano Tomasi, an Italian scholar who teaches Japanese language and literature and is the director of the Center of East Asian Studies at Western Washington University and one by Prof. Takei Kyozo, a world-renowned expert on Japanese drama.


    Prof. Takei’s contribution, through the introduction of an editorial rarity of the XVII century, shows the connections between two kinds of hyōbanki (compilations of rankings and critiques ofkabukiactors andcourtesans), underlining how classical rhetorical figures were successfully used for entertainment purposes during the Edo period, without losing their vitality in contexts that were far from their original matrix. Dr. Gerlini’s article, written in Japanese, presents an inter-textual analysis centered on Chinese poetry written by the Japanese literate Sugawara no Michizane (IX-X century). Dr. Zanotti’s work deals with poetry as well, but it is focused on the modern poet Yamamura Bochō (1884-1924) and on his poetry devoted to linguistic experimentation with a specific reference to his peculiar use of scientific lexicon. Prof. Tomasi’s article analyzes the contribution of Christianity to modern Japanese literature, which can be traced in the artistic and ideological proposals of some writers who led the development of modern Japanese fiction.


    The Chinese studies section includes four articles by young scholars, three Italian scholars and a Chinese scholar. The first article in this section is by Dr. Barberis, a sociologist that has been carrying out research on Chinese migrants in Italy for many years. He provides here a sociological perspective on family networks within the community of Chinese migrated enterpreneurs in Italy. The second article in this section, by Dr. Lioi, sinologist and translator, gives new insight on the influence on Chinese literature by two giants of Chinese Modern cultural world, Qian Zhongshu e Yang Jiang, a century after their birth. The third article, by Dr. Zappone, sinologist and linguist, presents an analysis of modern Chinese diplomatic language, providing a diachronic perspective on its changes in the past fifty years. The last article, by Dr. Zhou, analyzes different aspects of imperial politics in the border areas of the Chinese empire starting from the XV century in the area of today’s Shaanxi.


    The eight contributions span centuries of history of China and Japan and cover very distant topics with different approaches, giving the reader a glimpse into some of the debated issues in the field of East Asian studies.
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    役者評判記と遊女評判記の交流－『おもはく哥合』について－


    Exchanges and relationships between the critique about actors and the critique about prostitutes: Omowaku utaawase


    国文学研究資料館教授　武井協三


    Takei Kyōzō


    National Institute of Japanese Literature


    Abstract


    In the cultural context of the Edo period, theaters and red-light districts were very important. Special publications related to both of these environments existed: yakusha hyōbanki (critique about actors) for theaters, and yūjo hyōbanki (critique about prostitutes) for red-light districts. Omowaku utaawase, published in 1681, is a text combining critique about actors and critique about prostitutes. The text is presented as an utaawase (poetic competition), with a very elaborate style, where the authors (poets) are compared to birds (pheasants, larks, etc.). In introducing this rare and valuable text, I refer to the exchanges and relationships between the world of theaters and the world of red-light districts.


    Keywords


    Kabuki, red-light districts, critique about actors, critique about prostitutes, utaawase


    要旨


    　江戸時代の文化の背景として、芝居と遊里は重要な位置を占めている。芝居には役者評判記、遊里には遊女評判記という出版物があった。『おもはく哥合』は1681年に刊行された、役者評判記と遊女評判記を取り合わせた本である。この評判記は、歌合せの形式を借り、雉子や雲雀といった鳥たちを作者に仮託するという、たいへん凝った表現様式になっている。この珍しい本を紹介しつつ、芝居と遊里の交流について考えてみたいと思う。


    キーワード


    歌舞伎、遊里、役者評判記、遊女評判記、歌合せ


    　私は今年で国文学研究資料館を定年退職します。それであちこちで、勝手な、遺言のようなことを言っております。今日の話しは、研究発表というより資料紹介に終始して、最後に少しだけ研究的な見解を述べます。ただ、この見解も実証性のない、直感的な「思い」を言ってしまうことになるのですが、これも遺言の一つということで、お聞き流しください。今日ご紹介する『おもはく哥合』というのは、私にとって思い出の深い本です。私にとって大切な本を紹介するというのは、身勝手なことですが、そこが遺言ということで、お許し頂きたい。


    　野間光辰という京都大学の先生が『おもはく哥合』の写本を持っておられました。私は野間先生からこの写本のコピーを恵与され、当時岩波書店から刊行されていた『歌舞伎評判記集成』に、この本を入れて頂きました。『歌舞伎評判記集成』の編纂を主導しておられたのは、私の師匠、鳥越文蔵先生です。鳥越先生は、まだ大学院生だった私の進言を受け入れてくださった。初めて研究というものに関わることができたような気がして、たいへん嬉しかったことを覚えています。


    　野間先生の本は、実は写本の、そのまた写しで、これが『歌舞伎評判記集成』に翻刻されて収録されたのですが、原本がどこにあるのか、私にはずっと気になっていました。30年ほど経って、ある古書店の目録に『おもはく哥合』を発見し、歓声を上げました。国文学研究資料館で購入してもらったのですが、これはもちろん、野間先生の写本の原本でした。そういう意味で『おもはく哥合』は、私にとって非常に縁が深かった本とも言えます。


    　さて、本題に入ります。


    　芝居と遊郭というのが、江戸時代の文化の、二大生産地でした。


    　芝居には役者評判記という出版物がありました。これは17世紀の中頃から19世紀の中頃まで約200年間、ほぼ毎年刊行された劇評の書で、役者の演技の上手・下手や、その年の芝居の内容が記されています。われわれ歌舞伎の歴史を研究する者にとっては、大量に残されている役者評判記は、研究資料の宝庫です。


    　役者評判記は、最初のうちは、演技の巧拙よりも、役者の容貌や座配について、その善し悪しを述べることが中心で、初期の役者評判記は「野郎評判記」と呼ばれて区別されることもあります。「座配」というのは、お酒の席での接客の上手い下手、さらには男娼としてのセックスのテクニックのことです。


    　役者評判記は、徐々に演技や演出、劇の内容についての記述が増え、男色についての言及は無くなっていきます。『おもはく哥合』は、野郎評判記時代の末期に刊行された評判記なので、露骨な座配の評は少ない評判記です。


    　それ以前の、男色関係の記述が多い野郎評判記の例を一つだけ挙げます。現存最古の役者評判記『野郎虫』に載る、伊藤古今という役者の評です。


    資料1　『野郎虫』万治三年（1660）頃成立


    　こじよくにて、くるいたがる事、べか犬のごとし。床に入りての後は味者じやといふ。右の方の唇に小さき皺ありて見苦し。初対面の人にも、なにやら連々所望めさるゝといふ。


    　　伊　字　消　心　欲　　　藤　枝　入　棠　花


    　　古　来　人　目　異　　　今　亦　愛　雲　霞


    　ありがたや一夜の君のおなさけに　風にひらめくこきんちやくかな


    　「こじよくにて、くるいたがる事、べか犬のごとし。」まだ小童(こわっぱ)なので、座敷では、まるでべか犬のように狂い騒ぐけれど、「床に入りての後は味者じや」というわけです。「べか犬」というのは、あかんべ顔をした犬です。漢詩の訳は致しませんが、頭に「伊藤古今」という文字が読み込まれていることを御確認ください。最後の狂歌「ありがたや一夜の君のおなさけに　風にひらめくこきんちやくかな」は、一晩君のお情けにあずかると、巾着袋が空になって風にゆらめくよ、というもの。ここにも「古今」の名が読み込まれています。


    　さて一方、遊里には遊女評判記という出版物がありました。これも17世紀の中頃から江戸時代を通じて出版され続けた、遊女の容貌や座配について記す書物です。遊女評判記も徐々に色々な性格のものが出てきますが、初期のころは、売春婦を紹介する本といった実用書の要素が濃厚です。


    　本格的な遊女評判記の嚆矢と言われる『嶋源集』（1655）の中から、三笠という遊女の評を紹介します。


    資料2　『嶋源集』（『桃源集』）明暦元年（1655）刊


    　三笠　


    　　様子よし。左門が流れなり。額狭く、色悪し。付たり、歯並み悪し。お茶は初対面に


    　　ても所望次第、百服にても立つるよし、ひたつきて笑止千万なり


    　　三　視　亦　将　行　　　一　交　百　媚　生


    　　金　持　頓　太　者　　　笠　内　見　傾　城


    　誰もみな三笠とはなせ玉門の　その下梅雨は雨にまされり


    　　本歌　みさふらひ三笠と申せ宮城野の　木の下つゆの雨にまされり


    　１行目の最後の「お茶は初対面にても所望次第」の「お茶」は、この頃盛んに使われた隠語で、セックスのことです。かなり露骨なことが書かれております。私のような真面目で純情な人間には、とても口に出来ないようなことが書かれておりますので、これ以上の説明は差し控えますが、こちらも漢詩や和歌の中に遊女の名前が読み込まれているということを御確認ください。この『嶋源集』の序文は『古今和歌集』の序のパロディーになっており、評の歌は『万葉集』や『堀河百種』を本歌としています。


    　さて、こういった役者評判記や遊女評判記が、それぞれ出版されていく流れの中で、1681年に刊行された『おもはく哥合』という本を紹介ます。


    　『おもはく哥合』は、役者評判記と遊女評判記を取り合わせた本です。この評判記では、役者と遊女が一人ずつ、組み合わされて評判が記されていきます。こういう趣向を持った評判記を、私は本書のほかに知りません。『おもはく哥合』は、珍しい評判記と言っていいと思います。


    　また、表題に「歌合」と言っているように、これは平安朝以来の和歌の会の形式の一種である「歌合」の構成を取りつつ内容が展開していきます。『嶋源集』は『古今集』のパロディーだと申しましたが、『おもはく哥合』は歌合のパロディーになっているわけです。


    　さらに、雉子や雲雀といった鳥たちを歌の作者に仮託し、歌合の勝敗を決定する判者を鶯が務めるということになっています。


    　そしてさらに、最後に３丁ほど、付録のようにして「みやこ流行り物長歌」というものが付いていて、当時の都で流行しているものを並べ立てています。


    　役者評判記と遊女評判記を取り合わせる、歌合の構成を借りている、作者は鳥ということになっている、最後には流行り物の列挙がある。この評判記は、たいへん複雑に凝った様式になっているわけです。


    　『おもはく哥合』の中を具体的に見ますと、まず序文が３丁ほどある。次に本文が約１３丁半あり、これには５丁１０面の挿絵が添えられています。さらに、最後には「みやこ流行り物長歌」が約３丁付載されています。


    　資料３は序文の一部です。


    資料3『おもはく哥合』序文


    　かたえの杉の梢を見れば、数の鳥あつまりて、話しする……名も知らぬ鳥、進み出て言うやう……「いざや我々も、思ふ四条の君たちを題にして、左右にわかち、歌合をいたし侍らん」と云へば、雀 口早く云ひけるは「これこそ良き慰みなれ。また花を争ふ君たちは、四条のみにも限らず。朱雀の野辺の太夫たちをも題にして、鶯公の御批判を頼み侍らん」と云へえば


    　「四条の君たち」というのは役者のことです。「朱雀の野辺の太夫たち」というのは遊女のことです。鳥たちが集まって、役者と遊女をテーマにして歌合が開催される。歌合の判者は鶯が勤めます。


    　このあとから本文が始まります。資料４が本文の冒頭部分、伊藤小太夫という役者と金太夫という京都嶋原の遊女の評判が記されています。


    資料4『おもはく哥合』本文（冒頭部）


    左　　伊藤小太夫　うそ


    　ひく琴のいとうの君を見初めつゝ　夜はすがらに音をのみぞ鳴く


    右　　金太夫 上林五郎右衛門内　かしどり


    　かきならす音もたへなる琴太夫　聞くに心を浮からかし鳥


    左の歌、一首の仕立て面白く侍る。作者には琴を弾じ給ふ事かくれなし。されば、御名をあらはしたまはでも、よく聞こえ侍るなり。下の句の「夜はすがらに」と続き、「音をのみぞ鳴く」、艶におかしく侍り。


    　そもそも小太夫殿は、当世さかりの若女形、芸はさらなり。とりわきこの度「吉野身請」の狂言、いきじの沙汰、世こぞりて もて興ぜしより、いよいよ名も高く侍るなり。


    　右の歌も同じく「琴」を趣向に取り給ひ、「音もたへなる琴太夫」と、「琴」を声に詠みて「きん」と続け給ふも、面白くこそ侍れ。


    　それ、この金太夫と申し奉るは、いま世上に音高く、今嶋原にならぶ方なき容顔、年のほども真盛りなる花の顔ばせは、籬に咲ける女郎花の、露をふくみたるよりもらうたく、形は柳の糸の風にたゆたふよりもあでやかなり。　


    　万とりたて言はんに、詞も無き御方にて侍るを、御歌の作意、いま少し心浅きとや申し侍らん。よつて左を勝ちと沙汰し侍らん。


    　「左」の歌では、おやまの開山と歌われた高名な女方、二代目の伊藤小太夫が読まれます。作者は「うそ」鳥というツバメに似た鳥です。


    　「ひく琴のいとうの君を見初めつつ　夜はすがらに 音をのみぞ鳴く」というのが、その歌です。琴を弾く伊藤小太夫様を見初めてからは、恋しさに夜もすがら鳴きつづけていますよ、というような意味です。琴の「糸」と伊藤の「いと」が掛詞になっています。作者は鳥なので「音をのみぞ鳴く」わけです。


    　「右」の歌では金太夫という遊女が読まれます。金太夫は、京都嶋原の上林五郎右衛門という親方に抱えられ、延宝六年(1678)に太夫の位についた四代目の金太夫です。作者は「かしどり」、通称「かけす」と呼ばれる鳥です。


    　「かきならす 音もたえなる琴太夫　聞くに心をうからかし鳥」と読まれています。金太夫がかきならす琴の音を聞くと心も浮き立つようだ、という歌です。先の歌が「琴の糸」から「いとう小太夫」を出したのに対し、こちらは「琴」という字が「きん」とも読めることから、「金太夫」に「琴(こと)太夫」をかけ、「浮からかし」の「かし」と「かし鳥」をかけています。


    　評の本文を見てみましょう。


    資料5『おもはく哥合』本文（冒頭部つづき）


    　左の歌、一首の仕立て面白く侍る。作者には琴を弾じ給ふ事かくれなし。されば、御名をあらはしたまはでも、よく聞こえ侍るなり。下の句の「夜はすがらに」と続き、「音をのみぞ鳴く」、艶におかしく侍り。


    　そもそも小太夫殿は、当世さかりの若女形、芸はさらなり。とりわきこの度「吉野身請」の狂言、いきじの沙汰、世こぞりて もて興ぜしより、いよいよ名も高く侍るなり。


    　右の歌も同じく「琴」を趣向に取り給ひ、「音もたへなる琴太夫」と、「琴」を声に詠みて「きん」と続け給ふも、面白くこそ侍れ。


    　それ、この金太夫と申し奉るは、いま世上に音高く、今嶋原にならぶ方なき容顔、年のほども真盛りなる花の顔ばせは、籬に咲ける女郎花の、露をふくみたるよりもらうたく、形は柳の糸の風にたゆたふよりもあでやかなり。　


    　万とりたて言はんに、詞も無き御方にて侍るを、御歌の作意、いま少し心浅きとや申し侍らん。よつて左を勝ちと沙汰し侍らん。


    　「左の歌」は「艶やかでおもしろい」とした後に役者として伊藤小太夫が評されます。伊藤小太夫は、芸は言うまでもなく上手い、「吉野身請」という芝居はとりわけ良かった、と記します。


    　「右の歌」は「琴」を持ち出し、これを「きん」と読んで「金太夫」にかけたところが面白いと言っています。次に遊女としての金太夫の評が記されます。顔は女郎花、姿は柳の糸、言葉もないくらいに美しいと言います。そして、「右の歌」は「いま少し、心が浅い」として、「左の歌」を勝ちという最終的な優劣の判定を記しています。


    　小太夫と金太夫の挿絵も添えられています。これは国文学研究資料館のホームページにアクセスして見ていただければと思います（本稿末尾「付録」参照）。ちょっと脱線しますが、現在国文学研究資料館では所蔵しているマイクロフィルムや原本の、インターネットによる公開を開始しています。まだ見られる資料の数は少ないのですが、今後５年間で10万点の公開を計画しています。これは世界中どこにいても見ることが出来ますので、ぜひ御利用ください。


    　こういった形で10人の役者、10人の遊女を紹介するのが『おもはく哥合』です。そして最後に「みやこ流行り物長歌」というものが付いています。一部のみを御紹介します。


    　坊主の着るは網代傘　　女の着るは菅笠や　　紫ちりめん抱え帯


    　蒔絵の差し櫛　縫ひの紋　　……　　女の帯は紺繻子や　　男は小紋の帯をする


    　本文に記されている歌は、いずれも言葉遊びに終始しており、とくに文学的な価値が高いというわけでもないようです。役者の演技が鋭く評されていたり、演劇史的に興味深い事実が記されているわけでもありません。『おもはく哥合』という本は、内容的には他愛のないものだと見られます。


    　ただ、表現様式を幾重にも凝っている。複雑な表現の形式を持っているというのが、この書の特徴と言えば言えるでしょう。


    　『おもはく哥合』は「歌合」のパロディーになっています。これは、一種の「やつし」、古代の貴族世界の歌合を、近世的に「やつし」たものと言ってもいいかもしれません。また「鳥」を、歌合の歌人や方人、判者に見立てていることも、利いているかどうかは別として、趣向の一つにはなっています。つまり『おもはく哥合』には「見立て」の手法も入ってきているわけです。


    　なぜこの本は「虫」や「魚」ではなく、「鳥」をもってきて見立てているのでしょうか。　『元禄書籍目録』には「野郎女郎評判　東西鳥合　一冊」と出ており、これは『おもはく哥合』を指すのだと言われています。この目録は「とり合わせ」の「とり」を「鳥(bird)」と書いています。


    　山下則子教授は、日本の文芸の表現技法として、「見立て」「やつし」、そして「物合せ」「尽しもの」という方法があることを指摘しておられます（『図説〈見立〉と〈やつし〉－日本文化の表現技法－』所収「〈見立〉と〈やつし〉試論」）。


    「見立て」「やつし」については、我々は「近世文学の表現技法〈見立て・やつし〉の総合研究」という共同研究を数年間行いました。この成果は、八木書店から『図説〈見立〉と〈やつし〉－日本文化の表現技法－』という本も出していますので、ここではこれ以上触れません。


    　「物合せ」というのは、「もの」と「もの」とを合わせ、優劣を競うという方法です。広く言うと「相撲」や、ニワトリを喧嘩させる「鶏闘」などという、スポーツや賭け事も、この「物合せ」のうちに入ってくるのですが、文化の面では、「歌合せ」「絵合せ」「貝合せ」などがそれにあたります。


    　この物合せの一種に、「鳥合せ」bird 合わせ、というものがありました。「鳥合せ」というと、ニワトリを闘わせる「鶏闘」を指すことが多く、これはスポーツや賭け事の要素が強いものですが、「小鳥合せ」というものもありました。こちらは鳥の美しい姿や声を競う、雅やかな遊びでした。


    　『おもはく哥合』は、「鳥合せ」や「小鳥合せ」の伝統の流れにたって、「虫」や「魚」ではなく「鳥」を歌人に見立て、歌を読ませ、その歌を競わせたのだと思います。


    　また「尽しもの」というのは、同種の性格を有するものを列挙する手法で、「美人尽し」や「武者つくし」といった本があります。


    　「みやこ流行り物長歌」は、当時の都の流行り物を列挙しているのですから、これは「尽しもの」の一種と言えるかもしれません。


    　『おもはく哥合』は、内容にとくに文芸的価値があるものではないのですが、「やつし」「見立て」「物合せ」「尽しもの」といった、日本の表現技法の「ごった煮」になっており、たくさんの技法が交錯している点が面白いところです。また、これらの技法をとった書物として、近世における早い例の一つということも言えます。


    　なぜ、このように沢山の技法、というか約束事を構えるのでしょうか。どんな約束事でも、約束事というものは創作を縛ります。自由な創作態度を縛ってしまう約束事を、自ら、たくさん取り込んで『おもはく哥合』は作られています。約束事の制限を楽しんでいるかのようにも見えます。


    　これは日本の文芸を考えるときの一つのポイントになることだと思います。俳句は五七五という縛りを自らに課しています。歌舞伎は創作の始めに、まず「世界」というものを定め、劇の環境を限定します。「縛る」ということは、日本の文芸の基本的な創作方法になっているのではないでしょうか。


    　「自由」は必ずしも創作の身方ではない、不自由な制限「縛り」こそが創作の後押しをすることもあるのだと思います。日本の文芸に通底する、約束事の中で創作を進めるという流れの中に『おもはく哥合』もあるのだと思います。


    　山下教授が指摘された、日本の文芸の発想方法のほとんど全てが見られる『おもはく哥合』という評判記は、今後、近世期の表現様式を考える際には、こういった事もふくめて、考慮の範疇に入れなければならない資料だと考えています。


    【付録】


    １．「国文学研究資料館」のホームページ【http://www.nijl.ac.jp/】にアクセスしてください。


    ２．トップページの電子資料館のところをクリック。


    
      

    


    ３．マイクロ／デジタル資料和古書所蔵目録のところをクリック。


    
      

    


    ４．「マイクロ／デジタル資料・和古書所蔵目録について」という画面の左上にある目録検索画面という文字をクリック。


    
      

    


    ５．目録の検索画面の「書名」のところに、「おもはく哥合」と入力。左下の検索という文字をクリック。


    
      

    


    ６．出てきた画面の「おもはく哥合」のところをクリック。


    ７．「書誌詳細」という画面が出てきます。この画面に「画像データ」という項目がある。その項目の右にある全冊という文字をクリックすると、『おもはく哥合』の原本写真が出現します。「次」のところをクリックすれば、ページを繰ることが出来ます。


    
      

    

  


  
    

  


  
    イポテクストとしての菅原道真の詩 『和漢朗詠集』と『源氏物語』の場合


    Sugawara no Michizane’s poemsas hypotext: the case of Wakanrōeishū and Genji Monogatari


    エドアルド・ジェルリーニ


    ヴェネツィア大学


    Edoardo Gerlini


    Ca’ Foscari University of Venice


    Abstract


    Objective of this paper is to demonstrate and analyze the transtextual relations that lay between Sugawara no Michizane’s poems collections        
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